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論文内容の要 t::. a 










第 3 章では，分極のエネ lレギーが活性化エネノレギーにおよぼす効果について実験により検討した結
果を述べている。すなわち，ベンセン溶液より再結晶した DPPH 単結晶に含まれるベンゼン，また






第 5 章では，第 3 章，第 4 章で得た結果を工学的に検討している口すなわち電子工学的応用上，不









関係しているものとして説明できる乙とを示している。次に DPPH.DPPH2 混品について DPPH の
濃度を変えベンゼンを含む DPPH 単結晶と同様の実験を行なし九電気伝導度の活性化エネノレギーが
上記の DPPH 単結晶の場合と同じ機構によって説明できることを示している。すなわち本研究では
結晶中の分子の濃度が分極のエネルギーを変え， したがって電気伝導度の活性化エネノレギーに影響を
与える乙とを述べている。
ついで銅フタロシアニンの電気伝導および光導電特性について考察している。すなわち，まず有機
半導体の電気伝導度におよぼす雰囲気の影特は著しいことを示し，ついで光電導の波長特性，光吸収
スペクトノレおよび光電流の光強度依存性の測定を行なっている。その結果光によるキャリヤの生成は
まず光により励起子が生じ，乙の励起子が表面でキャリヤに解離されるものとして説明できることを
示している。
さらに以上の基礎的な研究の結果に基づいて工学的応用に関する考察を行なっている。すなわち有
機半導体では不純物添加により電気伝導度を制御することができることを述べ，また電気伝導度が制
度および雰囲気によって著しく変化することに着目して上記の有機半導体を用いた氾度測定素子，各
種のガスの検出素子等工学的応用の可能性についての示唆を与えている。
以上に述べたように，本論文は電子工学の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論
文として十分価値あるものと認める。
~270-
